










































































































































































































































































































































































































































































年　次 市内外国人総数（人）  ブラジル人総数（人）
 市内人口の
外国人比率（％） 
平成元年（1989**） 809 22 0.86
平成2年（1990**） 1,139 307 1.20
平成3年（1991**） 1,649 584 1.71
平成4年（1992**） 1,867 787 1.91
平成5年（1993**） 1,721 774 1.74
平成6年（1994**） 1,686 751 1.69
平成7年（1995**） 1,808 818 1.83
平成8年（1996**） 1,963 968 1.98
平成9年（1997**） 2,203 1,205 2.20
平成10年（1998**） 2,230 1,206 2.22
平成11年（1999**） 2,320 1,311 2.31
平成12年（2000***） 2,512 1,439 2.46
平成13年（2001***） 2,774 1,631 2.7
平成14年（2002***） 3,042 1,764 2.95
平成15年（2003***） 3,440 1,988 3.32
平成16年（2004***） 3,787 2,115 3.62
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学校名 H15 H16 H17 ブラジル ペルー 中　国 アルゼンチン その他
A 4（4） 7（7） 7（6） 7（6）
B 4（0） 6（4） 9（5） 3（3） 5（1） ボリビア1（1）
C 9（4） 10（3） 10（4） 5（3） 3（1） 2（0）
T 21（21） 25（25） 32（32） 29（29） 1（1） 豪2（2）
E 5（4） 6（4） 11（5） 9（4） 西1（0）フィリピン1（1）
F 2（0） 2（0） 5（0） 3（0） 1（0） 1（0）
G 6（6） 6（4） 6（3） 5（3） 1（0）
H 2（1） 3（1） 3（0） 1（0） 1（0） フィリピン1（0）
I 6（3） 6（0） 7（5） 3（2） 3（3） フィリピン1（0）
J 1（0） 2（0） 4（0） 4（0）
K 23（23） 20（20） 25（25） 20（20） 5（5）
















 4 　外国籍の子どもの学習困難については，研究の遅れが目立っていると児島明が指摘している（児島 
2006：23）。
 5 　2006年8月25日外国人集住都市会議第3回愛知・三重地域ブロック会議資料より。
 6 　2006年8月25日外国人集住都市会議第3回愛知・三重地域ブロック会議資料より。
 7 　2006年8月25日外国人集住都市会議第3回愛知・三重地域ブロック会議資料より。
 8 　2006年1月23日に西尾市教育委員会にて教育長と外国籍児童の教育担当者に対して聞き取りを行っ
た。
 9 　西尾市のホームページ内の事業評価表一般に，「外国人児童生徒教育推進事業」として掲載されてい
る。
10 　2005年7月24日にボランティア団体の総会の教育部会による報告に基づく。
11 　詳しいボランティア団体の活動については，浅田（2005）を参照されたい。
12 　詳しい親子教室の活動の様子は浅田（2006）を参照されたい。
13 　スタッフ不足で教室開催回数を半分にせざるを得なかった。当時のスタッフは皆市外から通うもの
ばかりの社会人であった。当時，スタッフの1人が日本語教育を中心にやりたいということから，以
前からボランティアをしていた，近隣の市の国際交流教会が開いている日本語教室の方へ移動した。
14 　日本語教室では日本語教室便りのような文書を2ヶ月に1回保護者あてに作成している。その内容
は，学習者1人1人の学習内容で，ポルトガル語と日本語で書かれている。
15 　たとえば，注3で述べられた愛知県国際課の多文化共生教育支援事業では，いくつかの地域が教育
支援活動を実施していた。愛知県東浦町では，公立中学校と地域のボランティア団体が連携して日本
語指導支援，教科学習支援，進路指導取り組みが実施された。また，愛知県豊橋市でも，NPOと公立
小学校が連携して日本語学習，教科学習支援が実施された。
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